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No.158

平成26年9月30日現在
会員数：933名

　　男性766名 女性167名

街頭PR活動

各地区によるボランティア活動

実行委員会が中心となって行うシルバーフェア

地区委員全体会議での会長講話普通救命講習会

安全・適正巡回指導（年2回）

市民まつりへの出店でPR

出張入会説明会（市内公民館）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

　
　こ
ん
な
活
動
も
し
て
い
ま
す
！

安全・適性
就業の推進

就業機会の拡　大

運営体制の充　実

会員の
増　強
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■
秋
津・香
澄
地
区

　

秋
津
・
香
澄
地
区
に
は
約
150
名
も
の
多

士
済
々
の
会
員
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
女
性
会
員
は
地
区
全
体
の
１
／
４

を
占
め
、「
市
民
ま
つ
り
」
や
「
シ
ル
バ

ー
フ
ェ
ア
」
で
は
、
女
性
パ
ワ
ー
を
発
揮

し
活
躍
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
委
員
は
香
澄
地
区
：
高
田
委
員
・

飯
牟
礼
委
員
、
秋
津
地
区
：
福
本
委
員
・

上
山
委
員
・
箙
瀬
委
員
の
5
名
で
役
割
分

担
し
、
毎
月
の
理
事
会
後
に
集
ま
り
、
上

根
理
事
を
交
え
理
事
会
内
容
等
の
報
告
を

受
け
、
地
区
運
営
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
数
が
多
い
た
め
、
地
区
会
議
の
会

場
予
約
等
苦
労
し
て
お
り
ま
す
が
、
３
年

前
に
「
ゆ
い
ま
ー
る
習
志
野
」
が
建
設
さ

れ
、
そ
こ
の
「
福
祉
交
流
ス
ペ
ー
ス
」
を

お
借
り
し
、
プ
ロ
ジ
エ
ク
タ
ー
を
利
用
し

て
、
議
題
・
報
告
内
容
を
会
議
出
席
者
に

見
易
く
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
地
区
会
議
終
了
後
に
、
シ
ル
バ

ー
会
員
の
仲
間
で
あ
る
上
田
繁
さ
ん
（
大

久
保
地
区
）
の
所
属
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
「
ア
ス
カ
」
に
よ
る
「
ア
ン
デ
ス
の
響

き
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
演
奏
会
」
を
催
し
好

評
に
終
わ
り
ま
し
た
。

■
実
籾・新
栄
地
区

　

実
籾
・
新
栄
地
区
に
は
、
現
在
約
70
名

の
会
員
が
お
り
ま
す
。

　

毎
年
、
年
２
回
の
地
区
会
議
を
実
施
し

て
お
り
、
出
席
者
は
毎
回
約
20
名
程
度
で

会
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
の
役
員
構
成
は
、
理
事
１
名
、
地

区
委
員
３
名
で
各
役
割
分
担
を
決
め
て
議

事
を
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

過
日
、
平
成
26
年
度
第
１
回
目
の
地
区

会
議
を
東
習
志
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、
議
事

内
容
の
一
部
（
悪
質
商
法
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
）
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
内

容
で
し
た
の
で
、
各
会
員
の
皆
様
か
ら
活

発
な
意
見
が
あ
り
、
充
実
し
た
意
見
交
換

が
出
来
ま
し
た
。

各
地
区
の
紹
介
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車
の
健
康
を
維
持
す
る
に
は
、
定
期

点
検
が
と
て
も
重
要
で
す
。
血
液
の

流
れ
は
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
流
れ
。

怪
我
は
、
鈑
金
塗
装
に
例
え
ら
れ
ま

す
。
誰
も
が
安
く
良
い
仕
上
が
り
を

求
め
ま
す
が
、
内
容
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
で
す
。
車

の
乗
り
方
を
じ
っ
く
り
聞
き
当
社
で

は
優
先
順
位
を
考
え
整
備
の
ご
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
最

近
は
、
ご
高
齢
の
お
客
様
と
そ
の
家
族

の
方
よ
り
運
転
免
許
証
返
納
に
つ
い

て
の
相
談
が
多
い
で
す
。
そ
こ
で
気

を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
い
つ
も
走
行
す
る
道
路
や

駐
車
場
で
車
に
傷
を
つ
け
て
し
ま
っ

た
り
車
庫
へ
ま
っ
す
ぐ
入
れ
た
つ
も

り
で
も
曲
が
っ
て
い
た
り
、
そ
の
よ
う

な
時
は
、
要
注
意
で
す
。
さ
ら
に
薬
を

飲
ん
だ
直
後
や
寝
不
足
な
ど
体
調
不

良
時
の
運
転
、
雨
天
時
の
運
転
、
夕
暮

れ
時
の
運
転
は
、
な
る
べ
く
控
え
て
く

だ
さ
い
。

　

車
検
、整
備
、鈑
金
塗
装
、新
・
中
古

車
販
売
・
買
取
り
・
廃
車
な
ど
の
業
務

を
承
り
ま
す
が「
お
客
様
に
ご
納
得
い

た
だ
く
仕
事
を
す
る
こ
と
」を
継
続
し

て
考
え
、
何
が
ベ
ス
ト
か
？
を
追
求
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
か
お

困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
有
限
会
社　

織
戸
自
動
車
整
備
工
場
）
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〜
食
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
を
…
〜

　

平
素
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
習
志
野

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
、

ご
利
用
者
様
に
は
、
格
別
の
お
引
き
立

て
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

弊
社
は
、
昭
和
28
年
4
月
よ
り
習
志

野
市
谷
津
に
お
き
ま
し
て
飲
食
店
を

開
業
以
来
、「
社
員
食
堂
」「
学
校
給
食
」

「
老
人
福
祉
施
設
給
食
」「
配
食
サ
ー
ビ

ス
」等
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

様
と
の
関
わ
り
と
言
え
ば
平
成
12
年

6
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
配
食
サ
ー

ビ
ス
」で
あ
り
ま
す
。「
食
」の
提
供
だ

け
で
は
な
く【
安
否
確
認
】と
い
う
最

重
要
目
的
を
日
々
行
う
た
め
、
限
ら
れ

た
範
囲
で
ご
利
用
者
様
の
情
報
を
共

有
す
る
な
ど
、
行
政
と
と
も
に
、
三
位

一
体
と
な
っ
て
行
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
大
変
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
一
層
、
ご
利

用
者
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
努

力
す
る
所
存
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
食
」を
通
じ
て
地
域
社
会
へ

の
貢
献
と
、
幸
せ
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
弊
社
の
発
展
が
達
せ
ら
れ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
繁
栄
で
き
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。（有

限
会
社
池
田
屋
）

☎
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4
5
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6
4 　

現
在
、
公
益
社
団
法
人
習
志
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
賛
助
会
員
と
し
て
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
企
業
様
が
7
社
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
有
限
会
社
池
田
屋
様
（
谷
津
4
︲
4
︲
13
）、
有
限
会
社
織
戸
自
動
車
整
備

工
場
様
（
谷
津
4
︲
8
︲
36
）
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

賛
助
会
員
紹
介

有
限
会
社

有
限
会
社

池
田
屋

織
戸
自
動
車

整
備
工
場
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日
本
人
男
性
の
平
均
寿
命
が

初
め
て
80
歳
を
上
回
り
ま
し
た
。

女
性
は
86
歳
で
二
年
連
続
世
界

一
。
日
本
は
男
女
と
も
に「
人
生

80
歳
時
代
」に
入
り
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
三
大
不
安
と
は「
健

康
・
お
金
・
孤
独
」と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。「
寝
た
き
り
介
護
」で「
お

こ
ず
か
い
の
余
裕
も
な
く
」「
話
し

相
手
も
い
な
い
」で
は
寿
命
が
伸

び
て
も
、
正
直
言
っ
て
人
生
喜
ん

で
ば
か
り
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
会

員
の
多
く
が
就
業
す
る
こ
と
で
、

会
員
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
気
を

使
い
、お
こ
ず
か
い
程
度
の
配
分

金
が
得
ら
れ
、就
業
先
で
の
仲
間

も
出
来
て
、多
少
な
り
と
も
高
齢

者
不
安
要
素
の
改
善
に
役
立
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
世
間
の
高
齢
者
の
多
く
は
現
状

か
ら
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
に
躊
躇

し
て
い
ま
す
。
近
所
の
仲
間
に

声
を
掛
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
誘
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
お
互
い
に
元
気
な
内
は
、い
つ

ま
で
も
健
康
で
地
域
社
会
に
か

か
わ
り
、生
き
が
い
を
感
じ
続
け

て
長
生
き
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

（
広
報
部
会
）

 
入
会
説
明
会（
定
例
） 

第
2
・
3
水
曜
日
午
前
9
時
30
分
〜 

シ
ル
バ
ー
会
議
室

 

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
） 

第
2・3
水
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜（
30
分
単
位
）

シ
ル
バ
ー
会
議
室

 

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売 

毎
月
5
日
、20
日　

午
前
9
時
00
分
〜
正
午

リ
サ
イ
ク
ル
作
業
所（
袖
ヶ
浦
）

 

刃
物
研
ぎ
作
業 

毎
月
5
日
、12
日
、20
日　

午
前
9
時
00
分
〜

リ
サ
イ
ク
ル
作
業
所（
袖
ヶ
浦
）

毎
月
第
4
木
曜
日　

午
前
9
時
00
分
〜

シ
ル
バ
ー
作
業
室

＊
そ
の
他
、
各
町
会
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
集
合
住

宅
自
治
会
な
ど
へ
出
張
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
日
時
、
場
所
な
ど
の
詳
細

は
、
シ
ル
バ
ー
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

書
道
教
室 

毎
月
第
1
、第
3
火
曜
日　

午
後
1
時
30
分
〜

シ
ル
バ
ー
会
議
室

※
入
会
希
望
の
方
は
、
シ
ル
バ
ー
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

7
月
20
日
㈰
、
習
志
野
市
制
60
周
年

記
念
市
民
ま
つ
り「
習
志
野
き
ら
っ
と

2
0
1
4
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
例
年
通
り
グ
ル
メ
・
産
直

品
・
関
係
団
体
の
テ
ン
ト
で
混
雑
す
る

中
、今
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ブ
ー
ス
を
構
え『
就
業
機
会
の
拡
大（
開

拓
）』『
会
員
の
増
強
』の
た
め
、
役
職
員
、

就
業
開
拓
員
、協
力
会
員
と
総
勢
22
名
の

方
々
に
参
加
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
、
バ
ン
ド
エ
イ
ド
、
P
R
用
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
各
々
が
個
性
豊
か
な

声
掛
け
を
し
な
が
ら
手
渡
し
を
し
、お
子

様
に
は
、
ヨ
ー
ヨ
ー
と
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

を
渡
し
て
、お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
に
も

大
好
評
で
し
た
。

　

多
く
の
方
が
集
ま
る
市
民
ま
つ
り
で

セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
、市
民
に
向
け
て
P
R
の
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

（
広
報
部
会
）

市民まつり出店報告

編
集
後
記

習
志
野
き
ら
っ
と
2
0
1
4

習
志
野
市
制
施
行

60
周
年
記
念




